
公共職業安定所のマッチング機能に関する 
業務の評価・改善の取組について 

  外部労働市場全体のマッチング機能の強化のためには、国、地方自治体及び民間の需給調整機関が、
それぞれの役割・機能に応じた連携を強化していく必要があるとともに、国が直接運営する無料の職業紹介
機関として雇用の最後のセーフティ・ネットを担い、雇用対策の基軸をなす公共職業安定所は、率先してその
マッチング機能の強化を図ることが重要である。 
  このため、熊本労働局においては、管内各公共職業安定所の更なるマッチング機能の強化を図るため、
(*)PDCAサイクルによる目標管理を拡充及び業務改善を進めていくための総合評価を実施する。 
  また、これらの取組について、利用者である国民への透明性を高め、利用者の公共職業安定所に対する
信頼性の向上を図る観点から、その実施状況を公表することとする。 
 
 *PDCAサイクル･･･Plan（計画）→Do（実行）→Check（評価）→Act（改善）を繰り返すことによって業務を継続的に改善する取組 

１ 取組の概要 
  別紙１のとおり。 
 
２ 実施公共職業安定所 
  熊本労働局管内各公共職業安定所において実施 
  ただし、上益城出張所は熊本公共職業安定所に含むこととする。 
 
３ 評価対象となる主要指標 
  就職件数（常用）、充足件数（常用、受理地ベース）、雇用保険受給者の早期再就職件数の３指標とする。   
  熊本労働局と各公共職業安定所ごとの目標値は別紙２のとおり。 
   
４ 今後の公表予定 
（１）毎月報告 
      毎月の雇用情勢公表時に、各公共職業安定所ごとの主要３指標の実績を併せて公表する。 
（２）中間報告 
       １０月２日の公表日（８月分公表）を目処に、（１）の毎月の公表事項に加えて、各公共職業安定所ごとの  
  第１・三半期（４～７月）終了時点の主要３指標の目標達成状況及び進捗状況について公表する。 
（３）総合評価決定後 
   厚生労働省より全国の各公共職業安定所ごとの総合評価の結果決定後、６月を目処に各公共職業安定 
  所ごとのマッチング業務の成果、総合評価の結果、各種取組結果及び業務改善の実施状況等について公 
 表する。 
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ハローワークのマッチング機能に関する業務の評価・改善の取組（概要） 

•現行の取組（就職率等を指標にした
ＰＤＣＡサイクルによる目標管理）を
拡充し、業務の質の指標を追加。 
 

•地域の雇用の課題を踏まえ重点とす
る業務に関する指標を追加。  

 
•中長期的な就職支援の強化のため、
職員の資質向上や継続的な業務改
善の取組を推進。 

ＰＤＣＡサイクルによる 
目標管理・業務改善の拡充 

ハローワークのマッチング機能の総
合評価・利用者への公表 

評価結果等に基づく 
全国的な業務改善 

•業務の成果や目標達成状況等を定期
的に公表 

 →主要指標の実績を毎月、年度後半の取組
強化のための分析を年度央に、総合評価
を年度終了後に公表 

 
•業務の成果や質、職員の資質向上・業
務改善の取組等の実施状況をもとにハ
ローワークの総合評価を実施。 

 →労働市場の状況や業務量が同程度のハ
ローワークをグループに分け、その中で比

較し評価 
    
•ハローワークごとに実績・総合評価及び
業務改善の取組等をまとめ、労働局が
公表。 
 
 
 
 

 
 

①評価結果等をもとに労働局・ハ
ローワークに対する問題状況の
改善指導 

 
②改善計画を作成、本省・労働
局が重点指導（評価期間終了
後） 

   
③好事例は全国展開（評価期間
終了後） 

 労働市場の状況や業務量が同
程度のハローワークによる交流
会も開催 

重点的に取り組んだ事
項、業務改善を図った事
項、業務改善が必要な
事項、総合評価、基本統
計データ、指標ごとの実
績及び目標達成状況な
どを公表 

•評価結果等をもとに本省・労働局によ

る重点指導や好事例の全国展開等を

実施。 
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主要業務 
の成果の向上 

サービスの質向上 
地域の課題への対応 

職員の資質向上の取組 

継続的な業務改善の取組等 

 ハローワークの機能強化を図るため、従来の目標管理・業務改善の拡充、マッチング機能に関する業務の総合
評価、評価結果等に基づく全国的な業務改善を、平成27年度から一体的に実施。 

別紙１ 



マッチング機能に関する主要３指標の目標値 

１ 就職件数（常用） 

熊本局
計 

熊 本 八 代 菊 池 玉 名 天 草 球 磨 宇 城 阿 蘇 水 俣 

31,800件 11,460件 3,220件 4,210件 3,650件 2,210件 2,020件 2,960件 930件 1,140件 

－ 36.1％ 10.1％ 13.2％ 11.5％ 6.9％ 6.4％ 9.3％ 2.9％ 3.6％ 

２ 充足件数（常用 受理地ベース） 

熊本局
計 

熊 本 八 代 菊 池 玉 名 天 草 球 磨 宇 城 阿 蘇 水 俣 

31,500件 12,750件 3,030件 4,240件 3,250件 2,000件 1,800件 2,550件 810件 1,070件 

－ 40.5％ 9.6％ 13.5％ 10.3％ 6.3％ 5.7％ 8.1％ 2.6％ 3.4％ 

３ 雇用保険受給者早期再就職件数 

熊本局
計 

熊 本 八 代 菊 池 玉 名 天 草 球 磨 宇 城 阿 蘇 水 俣 

9,100件 3,650件 700件 1,330件 850件 560件 630件 830件 250件 300件 

－ 40.2％ 7.7％ 14.6％ 9.3％ 6.2％ 6.9％ 9.1％ 2.7％ 3.3％ 

※ 雇用保険受給者早期再就職件数とは、雇用保険の基本手当の所定給付日数の３分の２以上を残して早期に再就職する件数 
    各表下段の％は、熊本局計に占める各所の割合 

《参考》 各目標の全国値 

就職件数 充足件数 
雇用保険の 

早期再就職件数 

1,800,000件 1,800,000件 510,000件 

別紙２ 

※ 主要３指標の実績及び進捗状況（最新版）はこちらをご覧ください。  

http://kumamoto-roudoukyoku.jsite.mhlw.go.jp/library/kumamoto-roudoukyoku/antei/koyousokusinzeisei/sintyoku03.pdf

